
共催：東京大学先端科学技術研究センター LEARN・ソフトバンク株式会社
協力：愛媛県総合教育センター

現地
開催

愛媛県総合教育センター （松山市上野町甲 650番地）

※ 受付は 5階になります。エレベーターもご利用いただけますが混雑が予想されますので、
    お時間に余裕をもってご来場ください。

開催場所

11  242025. （月）14：00 − 15：30（13：45 受付開始）.

参加費 無料

「重い障がいのある子どもと保護者・教師のための
ICT を活用したコミュニケーション」

wi th
ソフトバンク 魔法のプロジェクト

東京大学先端科学技術研究センター LEARN

魔法のキャラバン
講演会

in 愛媛 第二部



東京大学先端科学技術研究センター「LEARN」は、現代の教育課題を解決するための実践研究を行っています。社会の複雑化により、子どもたちの知識がリアリティ
を失い、プログラム化された教育によってレジリエンスも低下しています。効率化社会の中でユニークな子どもたちが排除されたり、全ての子どもに社会が標準的だと
考える子どもに近づく努力が求められる現状を改善するため、「LEARN」は未来型のダイバーシティ教育モデルを提案・実証しています。これには、教育関係者向
けの研修、子ども向けのアクティビティ、保護者向けの子育てプログラムが含まれています。保                       護者向けの子育てプログラムが

「LEARN」とは

魔法のプロジェクトは、ICT とこれまで培ったノウハウを活用し、インクルーシブな教育を推進する取り組みです。特別支援学校や特別支援
学級、通常学級に所属する児童・生徒および教員に ICT機器を提供し、活用実践事例を研究・公開することで、障がい児の学習・生活支援
を促進することを目指しています。2009 年に開始され、これまでに700 校以上が実践研究に協力しています。このプロジェクトは、小・中学校・
高等学校・特別支援学校において ICT の効果的な活用を通じて、すべての児童・生徒の学びを支えることを目的としています。保護者向け

「魔法のプロジェクト」とは

プログラムに関するお問い合わせ先 東京大学先端科学技術研究センター LEARN  事務局 https://learn-project.com/contact/

魔法のキャラバン in 愛媛 ※参加には事前の申し込みが必要です。

重い障がいのある子どもと保護者・教師のための ICTを活用したコミュニケーション 
重度重複障がいのある子ども達は、反応や意思の表現がとてもわかりにくく、「何も伝えていない」と受け取られることも少なく
ありません。しかし、目の動き、まばたき、表情のわずかな変化、体の緊張といった反応には、その子なりの「意思」が含まれている
かもしれません。この講演会では、ICT機器（スイッチやセンサー、動画記録など）を活用しながら、刺激に対する子どもの反応を観察
し、その意味を解釈する実践的方法を、具体的な事例や支援ツールのデモを交えながらお話しします。「飲む」「食べる」「遊ぶ」と
いった身近な活動の中で、その子が「心地よい」と感じる状況や、「やってみたい」と感じる瞬間をどう捉えるか、「気づきの
力」を高めるヒントを得られる内容です。日々子どもたちと向き合う教師や保護者のみなさんが、ICTを「理解の道具」として使い、
その子の可能性を拓く視点を持ち帰っていただける時間にしたいと考えています。  

愛媛県
生涯学習センター

講師

中邑賢龍（東京大学先端科学技術研究センター シニアリサーチフェロー）
赤松裕美（東京大学先端科学技術研究センター 特任助教）

2025 年 9月1日（月)  14：00 ～ 2025 年 11 月21日 ( 金 ) 24：00まで
※定員に達し次第、申し込みを締め切らせていただきます。

対象者・定員

申込期間

申込方法

参加費 無料

会場 愛媛県総合教育センター

本イベントに興味のある教育関係者・保護者　60 名程度

以下よりお申し込みください。
https://learn-project.com/so_2025/ehime/

申し込みは
こちら

図の矢印に沿って進み、愛媛県生涯学習セン
ター東側下にある駐車場に駐車してください。
愛媛県総合教育センターや愛媛県生涯学習
センター、えひめ青少年ふれあいセンターの
構内には、特別の場合を除いて駐車できませ
ん。（事情があり配慮が必要な場合は、事前
にご連絡ください）なお、駐車場への出入り
は、東側出入口を御利用ください。　　　　

駐車場について

（松山市上野町甲 650 番地）


